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災害特性と財務変動を考慮した災害復旧資金の分析手法

▼研究の概要（背景・目標）

三陸地域の通勤・通学・通院・観光等を支え

る三陸鉄道では，風水害に備えた資金対策が緊

急かつ重要な課題となっている．そこで本研究

では，大堀が考案した破産確率モデルを資金対

策分析に適用した場合の利用可能性と実用手法

を実証的に調査・検討した．

▼研究の成果（結論・考察）

本研究を通じて，

①災害特性に応じた資金（保険等）の推定

②将来的な災害復旧に備えた手元資金の算出

③風水害リスクに関する経営安定性の客観的
かつ定量的な評価

の実用可能性を見出すことができた．

▼研究の内容（方法・経過）

目標1）風水害に対する支払能力の客観的かつ
定量的な評価

目標2）風水害に備えた調達金額の推定手法

を明らかにするため、三陸鉄道が開業以来被っ
た風水害を対象として、

①データの収集・整理、② 災害特性の分析、

③支払能力の評価、④ 調達金額の試算、

⑤分析結果の考察、を行った．

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
・本研究成果は，日本全国の鉄道事業（特に第三セクター鉄道）や海外に展開可能である．

・三陸鉄道は全国初の第三セクター鉄道として開業して以来，先進的な取り組みで我が国の地方鉄道をリード
してきたが，本研究成果も国内外の鉄道事業において有効な仕組みになると考えられる．

・本調査実施にあたり、ご協力いだいた第三セクター鉄道等協議会に感謝申し上げる．

鉄道事業における災害復旧資金調達の課題

風水害に対する破産確率
（三陸鉄道）

第三セクター鉄道全国11社との比較
（保険等で追加資金を増やした場合）

三陸鉄道の基金残高と
風水害に対する破産確率


